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２０１７年１月１日 第３６号 

湯戸湯戸湯戸湯戸飛飛飛飛夜夜夜夜いけいけだよりいけいけだよりいけいけだよりいけいけだより    

ゆゆゆゆ    ――――    とととと    ぴぴぴぴ    やややや 

会会会会員募集中員募集中員募集中員募集中    

あなたも「西徳山あなたも「西徳山あなたも「西徳山あなたも「西徳山

まちづくりの会」まちづくりの会」まちづくりの会」まちづくりの会」

で一緒に活動しまで一緒に活動しまで一緒に活動しまで一緒に活動しま

せんか。会では、せんか。会では、せんか。会では、せんか。会では、

常時、会員を募集常時、会員を募集常時、会員を募集常時、会員を募集

しています。しています。しています。しています。    

    

連絡先；連絡先；連絡先；連絡先；    

（（（（0834083408340834））））63636363----3770377037703770    

((((神本神本神本神本))))までまでまでまで 

 

Jinen Joe familly  Jinen Joe family 

記事記事記事記事::::    
・・・・あけましておめであけましておめであけましておめであけましておめで

とうございますとうございますとうございますとうございます    

    
・・・・駅前ビアガーデン駅前ビアガーデン駅前ビアガーデン駅前ビアガーデン    

「秋覚祭」を開店し「秋覚祭」を開店し「秋覚祭」を開店し「秋覚祭」を開店し

ましたましたましたました    

    

・・・・ソレーネ周南収穫祭ソレーネ周南収穫祭ソレーネ周南収穫祭ソレーネ周南収穫祭    

ぜんざいで出店しまぜんざいで出店しまぜんざいで出店しまぜんざいで出店しま

したしたしたした    

    

・・・・連載小説連載小説連載小説連載小説    
    『涙にぬれた蒼『涙にぬれた蒼『涙にぬれた蒼『涙にぬれた蒼きききき

思い－徳山七士物語思い－徳山七士物語思い－徳山七士物語思い－徳山七士物語

----』第２回』第２回』第２回』第２回    

    

・・・・花いっぱい運動花いっぱい運動花いっぱい運動花いっぱい運動    

    「「「「花花花花でいやしをでいやしをでいやしをでいやしを」」」」    

    

・・・・てくてくウォークてくてくウォークてくてくウォークてくてくウォーク

ガイド第１回ガイド第１回ガイド第１回ガイド第１回    
    「戸田駅」「戸田駅」「戸田駅」「戸田駅」    

    

    ・・・・今後の行事予定今後の行事予定今後の行事予定今後の行事予定    

あけましておめでとうございます 
 平成２９年の新春を迎え、ますますご健勝の

こととお慶び申し上げます。 

私たち西徳山まちづくりの会は、「夜市まち

づくりの会」を母体に平成１０年６月１４日に

開催した「第１回西徳山いけいけフェスタ」を

契機に平成１０年７月に結成しましたので、結

成２０年目に入ります。 

『楽しくなければ始まらない』をモットーに

戸田駅を中心として西徳山地域の活性化を考え

てきた西徳山まちづくりの会の活動を今年度も

続けて行きます。 

西徳山まちづくりの会では、西徳山地区の玄関口である戸田駅の環境美化

に取り組んでおり、「戸田駅を花の駅にしよう」と戸田駅前広場の花壇作り

をしています。また、より使い勝手の良い駅前広場の提案として、駐車場の

拡張とポケットパークの設置を行政に要望しました。ポケットパークには花

壇の新設も要望しています。まちづくりの会では毎月、第２、第４土曜日の

１６時（夏場は１７時）から駅前花壇のお世話をしています。花育てに興味

ある方、手伝っても良いなと思われている方、参加をお願いします。 

また、故郷の再発見と健康づくり、参加者の交流を目的としたてくてくウ

ォークを開催しています。既に戸田駅前広場をスタート、ゴールとする１０

のウォークコースを作っておりますが、引き続き、コースマップ作成とウォ

ークガイドの養成を目標にして活動して行きます。 

今年も駅前広場での「ビアガーデン」、「クリスマス会」のイベント、戸

田駅を出発駅とする公共交通機関を利用した「スローな旅」など、広報紙を

通じ参加者を呼びかける行事を計画して行きます。どんどん参加していただ

き、楽しく時を過ごしましょう。お待ちしています。 

より良い故郷づくりには住民が楽しく交流し、お互いの良さを認め合い、

力を合わせあうことが重要と考えています。西徳山まちづくりの会には老若

男女誰でも参加できます。毎月第１水曜日には、夜市公民館で西徳山まちづ

くりの会全体会を開催しています。 

『自分たちの住むまちは自分たちでつくっていく』ものです。まちづくり

に興味のある方の参加をお待ちしています。 

本年もどうぞよろしくお願いします。 

 

                    西徳山まちづくりの会西徳山まちづくりの会西徳山まちづくりの会西徳山まちづくりの会    



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西徳山まちづくりの会では、「秋の味覚を

十分に愉しめる祭り」をしようと、「秋覚祭

（しゅうかくさい＝収穫祭）」と名付けた海

鮮ビアガーデンを、１０月２９日（土）の午

後、戸田駅前で行いました。秋晴れの爽やか

な午後、秋刀魚（さんま）をはじめとした秋

の味覚を各々が好きなように網焼きし、至福

のひと時を満喫しました。 

今回も、大変嬉しいことに、会員が作成し

たポスターを見て「ぜひ参加したい！」と飛

び入り参加が有り、大いに盛り上がりまし

た。また、今回の「秋覚祭」を機会に、会員

と一緒に活動をしたいと「まちづくりの会」

戸田駅前ビアガーデン 

「秋
しゅう

覚
か く

祭
さい

」を開店しました     

に入会された方

もいました。 

参加者の多く

が、「もう満

足！次回の開催

を楽しみにして

いますよ。」と

口々に話してい

ました。 

 

 （村リン） 

１１月２７日（日）９時からソレーネ周

南で開催された「西徳山いけいけ大収穫

祭ｉｎソレーネ周南」において、「ぜん

ざい」で出店しました。 

ソレーネ周南収穫祭 

ぜんざいで出店しました      残念ながら雨天の

ため、フリマは中止

となり、杵つき餅は

研修室前のテントで

行われましたが、他

の屋台村は大屋根の

下での開催となりま

した。 

また、天候のせいかお客さんは昨年の収穫

祭に比べかなり少なく感じました。 

おいしく炊けたぜんざいに、餅と甘く煮た

サツマイモ（シルクスイート）を入れて、１

杯２００円での販売です。お客さんが少ない

中でも、大変おいしかったと評判も上々で、

１３時過ぎには完売することが出来ました。 

               （呑くん） 

  

 

 

 



 

 

 

連載小説連載小説連載小説連載小説    

『涙にぬれた蒼『涙にぬれた蒼『涙にぬれた蒼『涙にぬれた蒼き思い－徳山七士物語き思い－徳山七士物語き思い－徳山七士物語き思い－徳山七士物語----』』』』        第２回第２回第２回第２回            文文文文    城山城山城山城山    耕筰耕筰耕筰耕筰 

京都で起こった８月１８日の政変後、萩本

藩では、尊王攘夷論の一派と保守派の一派が

しのぎを削っており、長州藩全体が大いに揺

れていた。無論、徳山藩も本藩と同様の状況

で、「小坂次郎佐」「江田市之進」「井上唯

七」「河本源蔵」「大城清」「浅田又之丞」

「本田久太夫」（以上「徳山七士」）たち、

尊王攘夷を身上とする若者と、徳山藩主毛利

元蕃（もうり もとみつ）に取り入り、藩の

中枢を牛耳る家老の「野上源次郎」たち保守

派で政治は揺れていた。 

 

家老の野上は、幾乃の一件を手始めに、政

敵を次々と元蕃の近くから遠ざけ、藩の財政

を思い通りに操り、萩本藩の保守派とも連絡

を密にして、「我が世の春」を迎えていた。 

 

１８６３年、小坂次郎佐は、２２歳の若さ

ながら、藩の重職「大目付役兼京都留守居

役」として、同じ徳山藩士の浅田又之丞、本

田久太夫と共に、京都にいた。 

「本藩の久坂（玄瑞）さんの話では、これ

まで朝廷工作をしてきた公卿が御所から一掃

されたため、尊王攘夷論は朝廷で遠ざけら

れ、長州藩の存立が危うくなっているらし

い。我々も、殿の下知が届き次第、藩に戻っ

て足元を固め直さなければならぬ。我々が京

都にいる間に、家老の野上を中心とした保守

派が政治の中枢を牛耳り、藩論の転換を図っ

ているとのことだ。長州藩全体が一枚岩とな

って、何としてもこの苦境を脱しなければな

らぬ。」と次郎佐は熱を帯びた。 

 

浅田又之丞は、小坂次郎佐の１０歳年上の

実兄で、次郎佐が小坂家に婿養子に入ったた

めに姓が異なるが、福山藩に招かれて槍術指

南をしてきた本田久太夫と同様、藩主元蕃か

らの厚い信頼を得ていた。 

 

「三条様たち七卿を警護して先に帰国した

井上唯七を追って、早く我々も帰国したいも

のじゃ。井上は、帰国した後は奇兵隊に入隊

し、久坂殿と協力して長州藩主父子（毛利敬

親、元徳）の冤罪を晴らすために奔走してい

ると聞く。次郎佐、早く帰国できるよう、一

刻も早く手を打て。」と又之丞も熱くなって

いた。 

 

京都では、幕府を補佐することを藩の方針

としている「会津藩」藩主松平容保（まつだ

いら かたもり）が前年に「京都守護職」に

就任して以来、尊王攘夷や開国の思想を持つ

武士は次々と「新選組」に摘発され、常に命

の危険が迫っている状況で、長州藩士も藩邸

から市中に外出する際は、素性を隠さなけれ

ばならない肩身の狭い毎日を過ごしていた。 

 

同年９月、新選組では、局長の芹沢鴨が近

藤勇・土方歳三などを中心とする「試衛館

派」から粛清されると、より過激な集団とな

った「新選組」にまとまり、長州藩士は京都

から表立っては一掃されてしまった。 

そのため、藩主元蕃の命令を受け、小坂次

郎佐たちも急いで徳山に帰藩することになっ

た。 

 

小坂次郎佐、浅田又之丞が帰藩すると、兄

弟ともに、藩主元蕃から藩校（興譲館）で指

導者としての役を与えられ、家老の野上が藩

の権勢をふるっている状況のなか、藩校にお

いて後進に尊王攘夷思想を熱く指導し、その

思想が改めて復権する機会をうかがっている

のであった。 

 

（以下次号） 

          

 



 

 

花には 「癒しのパワー」があるといわ

れています。 

元気がないとき、ストレスがたまってい

るとき、泣きたいとき、花をみていると、

ささくれだった気持ちも落ち着きます。 

戸田駅前の信号機の下の花壇の花は、運転しながら通り過ぎる私た

ちの気持ちを癒してくれます。 

「癒しの力をみんなに分けたい」と思います。花壇整備は私たちま

ちづくりの会の大切な活動の一つです。 
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西徳山まちづくりの会 
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編集後記 
 

平成２９年の新春を

迎え、私たちのまちづ

くり広報紙のいけいけ

便りも、早いもので第

３６号を数えることに

なりました。発行当初

に比べ、編集も手際が

良くなり、２～３回の

編集会議で概ね仕上が

るようになりました。 

読者の皆様からも何

件か「楽しみにしてい

る。」との声もいただく

ようになりました。道

の駅「ソレーネ周南」

にも何部か置かせてい

ただいているのです

が、行ってみるといつ

の間にか無くなってい

るようです。 

西徳山をこよなく愛

する私たちまちづくり

の会の活動のことや、

西徳山の出来事などを

今後も伝えていけたら

と思っています。編集

の慣れに驕ることなく

精進します。 

今年もよろしくお願

いします。 

発行責任者 

会  長  神本康雅 

広報部長  木曽裕子 

花いっぱい運動 

「花でいやしを」 

お知らせ 
西徳山まちづくりの会全体会 
原則として毎月第１水曜日の１９：３０から夜市公民館で開催します。 

なお、１月は、１月１１日（水）に開催します。 

 

映画鑑賞会「そうだ!!昔の映画を見よう！」 
原則として毎月第３水曜日の１９：００から夜市公民館で開催します。 

興味のある方、無料ですので、是非おいでください。 

 

戸田駅前花壇の手入れ 
毎月第２、第４土曜日の１６時から、戸田駅前広場の清掃と花壇の手入れ

を行っています。お手伝いしていただける方、大歓迎です。 

てくてくウォークガイドてくてくウォークガイドてくてくウォークガイドてくてくウォークガイド    第１回第１回第１回第１回    

    「戸田駅」 
戸田駅は、１９１１年３月１日に夜市に開設されました。明治維新

からわずか４４年後のことです。 

戸田駅開設前には、福川駅の次は富海駅だったのですが、一説によ

ると湯野温泉入り口辺りへ駅の設置を求める要望が出されましたが、

風光明媚な海岸線を通るルートは変えられず、今の夜市に駅を開設す

ることにしたのです。地元の要望にこたえるために、せめて名前だけ

でも「戸田」と名づけたそうです。 

まちづくりの会では、２０１１年の西徳山いけいけフェスタで、

開設１００周年を祝って戸田駅へ感謝状を贈呈しました。 

 


